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地域に信頼され、親しまれる病院を
目指して、みなさまと当院をつなぎ、
森に差し込む “こもれび ”のような、
ひとすじの光をお届けします。
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〈Mission〉

〈Vision〉

1. 安全・安心で質の高い医療を提供する
2. 患者への思いやりのある温かなチーム医療を行う
3. 職員が自ら学ぶ前向きな姿勢をもち、誇りを持って
業務を遂行する

4. 医療を取り巻く社会環境の様々な変化に柔軟に対応で
きる経営の効率化と経営基盤の構築を図る

5. 患者、医療・介護施設から行政まで幅広く対話を
図り、地域と連携し、選ばれる病院となる

令和７年度新任者転任者入職式



令和7年度
院長のご挨拶

長崎県島原病院 病院長　蒲原 行雄

こもれびをご覧の皆様、新年度が始まりました。本年度もよろしくお願いいたします。
世相の変化により、物価高騰、働き手の不足など様々な問題を抱えながらの発進となり
ます。
一方、今後に期待を抱かせる明るいお話もあります。
4月1日に新規入職者に対し辞令交付式を執り行いました。
ともに働いていただく新しい仲間が加わりました。医師、看護師、理学療法士、介護
福祉士、事務系職員など多彩な職種からなり、島原半島の医療を支えてくれることになり
ます。
本年度も地域に根差した医療を展開してまいりますので、ご覧の皆様におかれましては
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

こもれび　2025年4月号 
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❷ こもれび　2025年4月号 ❸

リハビリテーションと栄養、
　　　　口腔管理の推進に向けた取り組み

リハビリテーション科 主任技師　林田 晃典

昨年度、急性期病棟におけるリハビリ
テーションと栄養管理及び口腔管理の取
組みの推進について診療報酬の改定がな
されました。当院においても4階東病棟で
令和6年10月から準備に入り、11月から
本年1月までの試行を経て2月より開始し
ております。
この取り組みでは、入院当初から入院
患者様の日常生活動作能力の維持、向上
のため、リハビリスタッフ（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）が身体機能の評価を行い、栄養士
による栄養状態の確認や看護師による日常生活動作能力の確認を行います。その情報を関連職種で
共有し患者様の早期退院に向けて支援するものです。 

私たちリハビリスタッフ（理学療法士、作
業療法士、言語聴覚士）は入院された患者
様を訪問し日常生活での運動状態の確
認、立ち上がりや歩行状態の評価を行い
ます。入院時から運動機能低下が認めら
れる方は、看護師へ動作時の注意点や介
助法を伝達し、入院生活で運動能力を維

持、向上するため計画を立て実行します。また、主治医へリハビリ介入の提案も行います。
入院時評価で即時にリハビリ介入を必要としない方でも病棟での声掛けや寝起きや立ち座りの確
認を行い、基本的な運動能力が低下していないか定期的に評価を行っております。

高齢の患者様や複数の病気をお持ちの患者様は、手術や処置等に伴う安静により身体機能や栄養状
態の低下をきたし入院が長期化する場合があります。入院患者皆様の早期退院のためには入院生活
で身体機能や栄養状態の低下を防止することが重要です。
リハビリスタッフは、病棟看護師、栄養士と連携し運動能力維持、向上に向けた取り組みを進めて
まいります。

－部門トピックス－－部門トピックス－

リハビリテーション科リハビリテーション科

リハビリテーションと栄養、口腔管理の推進に向けた取り組み

病棟カンファレンス

入院時評価 病棟での歩行練習
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看護部　松本 とよか

長崎県島原病院看護部は
　　質の高い看護師の育成に努めています

－部門トピックス－－部門トピックス－

看 護 部看 護 部

2002年厚生労働省が「看護師等による静脈注射は診療の補助行為の範疇である」と行政解釈
を変更、2007年「医師と看護師等の医療関係職との役割分担」の中に静脈注射等が明記され、看
護師の業務拡大がクローズアップされました。
長崎県島原病院看護部でも、2019年度より静脈注射を施行する全ての看護師が安全な静脈注
射の実施に向け、技能レベルをⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳと設定し教育体制を構築しました。その中でも、技能レ
ベルⅣの看護師を静脈注射・輸液管理看護師（IVナース）として院内で教育・試験を実施し認定し
ています。

長崎県島原病院看護部では、ＩＶナースの認定制度を通じて、より安全で質の高い静脈注射技術
の提供を目指し、日々研鑽を重ねています。患者さんが安心して治療に臨めるよう、今後も専門
性の高い看護師の育成に努めてまいります。

がん化学療法を受ける患者さんに迅速に
対応することができ、安全・安楽な治療
を提供できています。

１．定義
講義・演習の研修後、筆記試験、実技試験に合格し、安全な静脈路確保や、医師の指示のもと確実な
抗がん剤投与を実施する看護師をⅣナースという。

２．Ⅳナース育成研修の目的
♦安全に静脈注射の実践ができるための知識、技術の取得ができる。
♦部署における静脈注射実践の役割モデルとなり、指導ができる。
♦安全な静脈注射の実践を行うために医療チームと協議できる。

３．Ⅳナース育成による成果
♦患者：待ち時間の短縮、より安全な投与、苦痛の軽減
♦看護師：静脈注射に対する専門的な知識を習得、穿刺を含めたケアの質の向上、医師へ穿刺を依頼
する業務の軽減
♦医師：静脈穿刺の業務負担軽減

4．対象者：経験3年以上かつレベルⅣまでの実践ができる看護師でⅣナースを希望する看護師

5．院内教育プログラムの概要

院内認定 Ⅳナース育成研修の概要

筆記試験と実技試験を受けます

Ⅳナース院内認定制度

静脈注射に関連した講義（解剖生理、感染管理、
輸液療法、化学療法、患者看護、法的責任等）による
専門的知識の習得

筆記試験による
知識習得状況の確認

実技試験による
客観的他者評価

IVナース

1
2
4
6
8
10
12

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

Ⅳナース認定者数

Ⅳナース認定者数

IVナース認定者数の推移

IVナースは各部署で活躍しています！

令和６年度Ⅳナース認定授与式

病棟Ⅳナース

外来薬物療法センターⅣナース他職種でのカンファレンス

延べ
47人
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外来受付時間
午前８：４５～午前１１：００ （土・日・祝日・年末年始を除く）
受付時間外に受診される場合は、救急対応となります。
※詳しくはホームページをご覧ください。

〒855-0861　長崎県島原市下川尻町7895番地
TEL 0957-63-1145　FAX 0957-63-6544
URL  https://www.shimabarabyoin.jp/
右の QR コードからアクセスできます→

○受付時間は8時45分から11時までです。（なお、診療科によっては異なる場合があります。）
○受付時間外に受診される場合は、急患対応となります。
○円滑な診療と患者さんの待ち時間短縮のため、緊急性がない場合は連携予約をお願い致します。
●耳鼻科受付時間は、9時から11時までです。
○小児外科専門外来は、学会出張等で休診となることもありますので、地域医療連携室にお問い合わせください。
○緩和ケア外来は、予約のみとなっております。事前に診療情報提供書をいただき、後日予約日時をお知らせ致します。
◎皮膚科、眼科は休診中です。

※ 招 へ い 医 師
★ 再 診 の み

令 和 7 年 4 月 2 8 日長崎県島原病院　外来診療一覧表

長崎県島原病院
　電話　0957-63-1145
地域医療連携室（予約担当）
　内線　106、116（8:45-17:00）
　FAX　0957-63-6544

診　療　科 月 火 水 木 金

脳神経外科 林　之茂
吉村　正太

林　之茂
平山　航輔

中村　光流
吉村　正太 林　之茂 中村　光流

平山　航輔

脳神経外科急患対応 吉村　正太 中村　光流 中村　光流 平山　航輔 平山・吉村・中村 
（隔週）

整形外科 明島　直也
中村　智治

★明島　直也
大﨑　幸平

岩永　斉
中村　智治

岩永　斉
明島　直也

中村　智治
大﨑　幸平

整形外科急患対応 AM　中村　智治
PM　明島　直也 大﨑　幸平 中村　智治 明島　直也 大﨑　幸平

外科

消化器
一般
乳腺

蒲原　行雄
川口　雄太

PM　杉山　望
蒲原　行雄
杉山　望

前川　恭一郎
（第1・3・5週）布下 
（第2・4週）林田

川口　雄太
杉山　望

★松尾　繁年※
前川　恭一郎
布下　裕基

小児外科専門外来 小坂　太一郎※ 
（第1・3週14時～）

外科急患初療 林田　浩太朗 布下　裕基 林田　浩太朗 川口　雄太 布下　裕基

内科

新　患 古賀　潤紀 髙濵　健太 大学医※ 大学医※ 寺澤　佳洋※

血液内科 大学医※ ★北之園　英明 北之園　英明

一般内科 古賀　潤紀

消化器内科 AM　山道　翔太
PM　宮副　誠司

宮副　誠司
山西　幹夫 町田　治久 山西　幹夫 山西　幹夫 

（連携予約のみ）

呼吸器内科
菅崎　七枝

★木下　明敏※ 
（14時00分～）（第2週）

三原　智 水田 玲美
菅崎　七枝

★木下　明敏※ 
（13時30分～）（第2・4週）

三原　智
水田 玲美

循環器内科 渡邉　潤平 髙濵　健太 髙濵　健太 
（第1・2・3・5週） 渡邉　潤平 渡邉　潤平

神経内科 貴田　秀樹※ 
(第2週13時30分～16時) 北之園　寛子※

肝臓内科 柴田　英貴※

内科
急患
対応

8:45～13：00 三原　智 山道　翔太 渡邉　潤平 町田　治久 大学医※

13：00～17：30 水田 玲美 大学医※　　　　　　　　　古賀　潤紀 髙濵　健太 寺澤　佳洋※

泌尿器科 平島　定 平島　定 ★大学医※ 
(9時30分～) 平島　定 ★大学医※ 

(9時30分～)

小児科 白石　亮 明石　周爾 白石　亮 明石　周爾 明石　周爾

小児神経専門外来 
（再診患者のみ）

★原口　康平※ 
(第1週　10時30分～)

麻酔科 柴田　茂樹 柴田　茂樹

緩和ケア 
(予約制） 菅崎　七枝 山西　幹夫 ★酒井　武仁※（ＡＭ） 蒲原　行雄・杉山　望

蒲原　行雄
放射線科 

（予約制） 石丸　豊 小幡　史郎
石丸　豊

小幡　史郎
石丸　豊

小幡　史郎
石丸　豊

★小幡　史郎
石丸　豊

リハビリテーション科 岩永　斉(運動器) 岩永　斉(運動器)

耳鼻いんこう科● 大学医※ 
（9時30分～15時）

大学医※ 
（9時30分～15時）

ストーマ外来 外科医師

健診 古賀　潤紀 髙濵　健太




